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－福岡県小郡市三沢所在遺跡の調査報告－
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本書は､都市計画道路本郷基山線建設に先立って､小郡市教育委員会が実施した埋蔵文化財

発掘調査の報告書です｡

本遺跡が所在する小郡市三沢は通称三国丘陵と呼ばれ､多くの低丘陵が存在します｡この丘

陵上にはところ狭しと弥生時代の集落が広がっており､特に弥生時代前期から中期においては

北部九州有数の発展を遂げました｡

今回の調査では､弥生時代中期から古墳時代前期を中心にした掘立柱建物と流路が確認され

ました｡特に流路沿いの掘立柱建物と流路中の祭祀遺物の出土は､水辺祭祀の存在を想像させ

ます｡今回得られた成果が今後永く活用され､この報告書が文化財愛護思想の普及に寄与する

ことになれば幸いです｡

最後に､開発の事業主体である福岡県久留米土木事務所､現地作業にあたった地元作業員の

皆様など､発掘調査を進める際にお世話になった多くの方々に感謝を申し上げ､序文といたし

ます｡

平成21年３月13日

小郡市教育委員会

教育長清武輝
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１.本書は小郡市教育委員会が都市計画道路本郷基山線建設に伴って､平成19年度に行った埋

蔵文化財発掘調査の記録である｡

２.発掘調査は､福岡県久留米土木事務所から委託を受け､小郡市教育委員会が行った｡

３.遺構の実測及び写真撮影は､杉本岳史が中心に実施した｡

４.遺物の復元・実測・製図には､担当者の他に坂井貴志､吉田あや子､久住愛子､柿本慈､

馬田妙子､熊本啓子､白木千里､衛藤知嘉子､川尻朋子の諸氏に多大なる協力を得た｡

５.遺物の写真撮影は(有)文化財写真工房に委託した｡

６.遺跡出土の土壌分析は(株)古環境研究所に委託し､第５章に掲載した報告文は松田隆二

氏に執筆いただいた｡

７.遺構図中の方位は座標北を示し､図上の座標は国土調査法第Ⅱ座標系に則っている｡

８.遺物・実測図・写真は小郡市埋蔵文化財調査センターにて管理・保管している｡

９.本書の第５章以外の執筆・編集は杉本が担当した｡

と､比較的良好な残存状況である｡第２層は黒色土で､流路埋没最終段階の澱みに伴うものである｡この層
は遺物を大量に含む層で､３号流路の調査区内ほぼ全域に渡って確認された｡
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土器(第16図､図版10)
第16図１は甕の胴部から口縁部にかけてである｡口縁部の断面は逆Ｌ字状を呈し､口径32.8㎝を測る｡胴

部最大径は29.5㎝を測り､口縁部から約８㎝下位に位置する｡２は甕の底部で､底径13.5㎝を測る｡３は壺
の頸部から口縁部にかけてで､口縁部先端を欠損する｡口縁部は断面鋤先状を呈し､口径は30～31㎝程度で
ある｡頸部下位に断面三角形の突帯を１条有する｡4は壺の底部から胴部にかけてである｡底径7.3㎝を測り､
胴部最大径は19.5㎝程度である｡胴部下位に１ヶ所の穿孔を施す｡５は器台で､口径11.3㎝､底径12.5㎝､
器高16.4㎝を測る｡6はほぼ完形の支脚である｡天井部は片側に突出部をつくり､長さは8.9㎝を測る｡底径
は12.3㎝で､器高は10.0㎝を測る｡その他､甕口縁部・底部小片､高坏口縁部・脚部小片が出土した｡甕は
図示したものと同様の形態を示す｡高坏口縁部は丹塗りで､断面鋤先状を呈する｡脚部は長脚である｡
���	
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土器(第16図)
第16図７は甕の胴部から口縁部にかけてである｡内面は全面にハケを施す｡８は丸底の甕の底部である｡

９は小壺で､口縁部は直線的に立ち上がる｡胴部最大径13.0㎝を測る｡その他､甕口縁部・底部小片､壺口
縁部小片､高坏小片､器台小片等が出土した｡図示していない甕口縁部のうち約半数が断面逆Ｌ字状で､約
半数が直線的に外傾して開くタイプである｡壺口縁部は断面鋤先状を呈する｡器台は袋状を呈する口縁部付
近の小片である｡
石器
石製投弾１点が出土した｡
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本遺跡の調査は､周知の埋蔵文化財包蔵地三沢南崎遺跡地内(小郡市三沢字南崎2965－23)が｢都市計画
道路本郷基山線｣街路緊急地方道路整備事業の対象地となり､平成18年10月18日付で福岡県久留米土木事務
所より埋蔵文化財の有無に関する照会(事前審査番号06075)が提出されたことに始まる｡これを受けて､
小郡市教育委員会文化財課で同年10月27日に対象地で試掘調査を行った結果､水田遺構の存在を伺わせる土
壌堆積が認められたことから､対象地の一部について開発に先立った協議が必要である旨の回答を行った｡
その後､福岡県久留米土木事務所及び小郡市都市建設部道路建設課との協議を行なった結果､小郡市教育委
員会が発掘調査の委託を受け､平成19年度事業として現地発掘調査を実施し､平成20年度に調査報告書を刊
行することで同意を得た｡

 "#$%&'

発掘調査は平成20年２月４日から３月29日にかけて実施した｡なお､廃土処理の関係上､調査は西半・東
半の反転法により実施した｡調査の経過について､調査日誌より以下に抜粋して記す｡
平成20年２月４日､西半部から調査着手｡現代の水田耕作土の除去を行い､翌５日から表土剥ぎ開始｡２
月８日､遺構検出及びトレンチ１・２・３掘削開始｡２月12日～15日､三沢南崎遺跡３との兼ね合いで調査
休止｡２月18日､調査本格着手｡２月20日､トレンチ１・２・３の完掘写真撮影｡２月28日､西半部空中写
真撮影｡２月29日～３月７日､調査区反転作業｡３月10日､東半部の調査着手｡遺構検出を行い､１号掘立
柱建物を検出｡３号流路グリッド設定｡３月17日､トレンチ４にて鼠返し出土｡３月18日､東半部空中写真
撮影｡３月24日､３号流路グリッドＥ・Ｆ区下層から大量の弥生土器が出土｡３月29日､埋め戻し終了｡調
査が完了する｡

�"()

本調査に関わる組織は以下の通りである｡

＜平成19年度＞

＜平成20年度＞

【調査参加者】
田中フジ子田中安美子黒瀬シゲ子福田浪子黒瀬明松永康博宮崎隆明
小川高征庄司龍之介山内鉄男横田雅江山本絹子山端さつき
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【福岡県久留米土木事務所】
所長櫨川知彦
副所長(技術)吉岡慶介
副所長(事務)溝口正信
都市施設整備課長椛島淳二
副長大隈徹浩
主任技師稲冨剛

【小郡市役所都市建設部】
部長�木良郎
道路建設課長佐藤吉生
道路３係長丸山義勝

小中謙一
東園清隆

【小郡市教育委員会文化財課】
教育長清武輝
教育部長池田清己
課長田篭千代太
係長重松正喜
企画主査片岡宏二
技師杉本岳史

【福岡県久留米土木事務所】
所長木原宗道
副所長(技術)古澤輝吉
副所長(事務)溝口正信
都市施設整備課長椛島淳二
副長宮�洋三
主任技師松尾真司

【小郡市役所都市建設部】
部長池田清己
道路建設課長佐藤吉生
道路３係長倉富義和

津曲清隆
東園清隆

【小郡市教育委員会文化財課】
教育長清武輝
教育部長赤川芳春
課長田篭千代太
係長重松正喜
企画主査片岡宏二
技師杉本岳史

土器 (第６図､ 図版11)
第６図１は大型の甕で､ 口径45.0㎝を測る｡ 口縁部上方の面はやや内傾する｡ 外面の口縁部下位約3.5㎝の
ところに断面三角形の突帯を１条有する｡ ６の筒型器台に隣接して出土した｡ ２は断面鋤先状を呈する甕の
口縁部小片で､ 口縁部上方の面は内側へ大きく突出する｡ ３は甕底部の小片である｡ 外面に粗いハケ目を残
し､ 胎土が良好であることから本来は丹塗りであった可能性も考えられる｡ ４・５は壺の底部小片である｡
４は底径5.0㎝を測る｡ 筒型器台周辺から出土した｡ ５はやや小型である｡ ６～８は筒型器台である｡ ６は
脚部上位及び鍔部付近で､ 比較的多くの破片がまとまって出土した｡ ７は脚部中位の破片､ ８は脚裾部小片
である｡ 検出時は同一個体かと考えていたが､ ６・７は脚部の径が一致せず､ ８は極小片であることから､
ここではそれぞれ別に報告する｡ ６は現状で鍔部径10.7＋α㎝､ 残存高15.6㎝を測り､ 比較的大型である｡
７は残存高21.1㎝で､ 残存部分の下端で径14.2㎝を測る｡
ここに報告する一括遺物のうち､ この筒型器台のみ外面に丹塗りが残存していた｡ この他､ 甕の口縁部小
片､ 器台の小片等が出土している｡
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今回の調査の主要な目的の一つが､ 台地上の集落にすぐ隣接する流路の変遷とその役割の解明である｡ 報
告は1～3号流路と番号を打って行うが､ これは１本の大きな流路 (川) の変遷過程に生じた主な流れの数､
つまり流路が機能していた時期の数と捉えられよう｡

� � !���	 (付図､ 図版１・２・５)
１・２号流路は､ 調査区南半部では独立するが､ 北半では切り合い関係にある｡ よって､ 内容確認トレン

チ３本のうち２本は両流路にまたがる形で設定し､ ここでの報告も合わせて行うこととする｡
１号流路は､ 調査区の北西端部から南東に向かって南流する｡ 幅は北端部で約5.1ｍ､ 中部で約5.5ｍ､ 南

端部で約4.0ｍを測る｡ 北部の流れは約Ｓ-43°-Ｅで､ 中部でやや西側に流れを変え約Ｓ-18°-Ｅ､ そして南部
で再び東に流れを変え約Ｓ-37°-Ｅとなる｡ 深さを確認するために計３ヶ所のトレンチ (北側からトレンチ
１・２・３) を設けたが､ いずれのトレンチでも明確な床面は確認できていない｡ 最も床面近くまで掘り進
めたトレンチ１から考慮すると､ 約1.1ｍの深さが考えられ､ トレンチ２の様相もこれを追証する｡
２号流路は､ １号流路と同じく調査区の北西部から南東に向かって南流し､ 調査区北部から中部にかけて

は１号流路を切る｡ また､ 北端部には別の流路からの流れ込みも見られる｡ 幅は北部で約4.0ｍ､ 中部で約5.0
ｍ､ 南端部で約3.8ｍを測る｡ 北半部の流れは約Ｓ-43°-Ｅで､ 中部でやや西側に流れを変え､ 南半部で約Ｓ-
28°-Ｅとなる｡ 深さは､ トレンチ１・２でそれぞれ約55㎝・50㎝を測り､ １号流路と比較して非常に浅いこ
とが確認された｡ 北端部で２号流路に流れ込む支流は､ 幅約2.3ｍ､ 深さ約70㎝を測る｡

���� (第７図､ 図版６)
調査区北端部付近に､ １・２号流路を横断する状況で設定したトレンチである｡ 長さ8.7ｍ､ 幅2.7ｍを測

る｡ トレンチ北側の壁面で１号流路は､ 上端の幅約4.5ｍを測る｡ 床面は土質・水流の影響で明瞭に完掘で
きなかったが､ 深さ約1.1ｍを測る｡ 川底の平坦な面は幅約2.6ｍ程度で､ 西側の壁面はなだらかに､ 東側の
壁面はやや急激に立ち上がる｡
２号流路はトレンチ北側の壁面で､ 上端の幅約4.0ｍを測る｡ 床面は中央部が一段低くなっており､ その

部分の幅は最大1.5ｍを測る｡ 中段は東西両側に存在し､ 西側は最大幅0.82ｍ､ 東側は最大幅1.16ｍを測る｡
壁面は両側とも比較的良好に残存しており､ 西側はなだらかに､ 東側は急激に立ち上がる｡ 西側の中段を護
岸するような状況で､ 地山に打ち込まれた矢板が２本検出された｡ 矢板① (北側) は､ 南北方向は垂直に､
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����� (第９図､ 図版７)
調査区西部中央付近に１・２号流路を横断するかたちで設定したトレンチである｡ 長さ約9.8ｍ､ 幅約3.1

ｍを測る｡ １号流路は､ トレンチ北側の壁面で上端の幅約5.3ｍを測る｡ 床面は明瞭に完掘できなかったが､
深さ約0.9ｍで平坦面に至り､ 中央部はさらに20㎝以上深くなる｡ 平坦面は最大幅約2.4ｍ程度で､ 壁面は東
西両側ともなだらかに立ち上がる｡ なお､ これらの状況はトレンチ１で確認した１号流路の内容とほぼ一致
する｡
２号流路は､ トレンチ北側の壁面で上端の幅4.6ｍを測る｡ 床面は中央部及び東側が一段低くなっている｡

なお､ 中央部の低い部分はトレンチ１からの続きで､ 東部の低い部分は北側から流れ込む支流の影響を受け
たものと考えられる｡ 壁面は比較的良好に残存しており､ 東西両側ともなだらかに立ち上がる｡ なお､ トレ
ンチの南東端部で３号流路に切られている状況が確認された｡
>�?@AB

埋土の第１～14層は２号流路の埋土､ 第17～23層は１号流路上層流路､ 第24～34層は１号流路下層流路の
埋土である｡ 主要な埋土層を堆積の順に下層から説明する｡
１号流路下層流路埋土のうち第30層は粗い砂層であり､ その両側の第31・32層 (第29層も含む) は比較的

細かい砂質土を多く含む｡ これは比較的速い流れが一定期間安定して続いたことを示している｡
１号流路上層流路の埋土はトレンチの中央部で検出された｡ これはトレンチ１の状況とは異なり､ 上層流

路は下層流路と比較してかなり東流していたものと考えられる｡ 上層流路の最下層第23層は砂層で速い流れ
に伴うものと考えられ､ 第22層のブロックを多く含む層を経て､ 第20層の黒色粘質土層つまり澱み状の層へ
と至る｡ 上層流路の流れが徐々に遅くなっていく様子が､ 土層堆積からも明瞭に読み取ることができる｡
２号流路では､ １号流路やトレンチ１の２号流路で見られたような黒色粘質土層､ つまり埋没の最終段階

の澱みの層は確認されなかった｡ 西側から堆積が見られること､ ブロック状の堆積が多いことから考慮する
と､ やはり比較的短時間で埋没した可能性が考えられる｡
����

土器
遺物は極少量である｡ １号流路から弥生土器甕口縁部及び底部の小片が出土したが､ 詳細は不明である｡

口縁部小片は如意形状を呈し､ 弥生時代前期の土器である可能性が考えられる｡

����� (第10図､ 図版７)
調査区南部に１号流路の内容確認のため設定したトレンチである｡ 長さ約4.5ｍ､ 幅約2.6ｍを測る｡ 流路

の下端は全く完掘できておらず詳細は不明だが､ 壁面はトレンチ１・２の状況と比較して､ かなり急激に立
ち上がるようである｡
>�?@AB

埋土の第１・２層は上層流路埋没後の自然堆積層､ 第３～７層は上層流路､ 第８～15層は下層流路である｡
主要な埋土層を堆積の順に下層から説明する｡
１号流路下層流路埋土のうち第13・15層は非常に細かい砂質の層である｡ これは比較的速い流れが一定期

間安定して続いたことを示している｡ 第８～12層は砂質土層と粘質土層が互層状に堆積しており､ 流量等が
安定しない状況の中､ 急激に流路の埋没が進んだ状況を表している｡
１号流路上層の埋土はトレンチの中央から東側で検出された｡ これとトレンチ１・２の状況を合わせて考

えると､ 上層流路はトレンチ２の周辺で流れを南側に変えていることが分かる｡ なお､ 第７層の砂層は速い
流れを表し､ 第６層のブロック層を経て､ 第４層の黒色粘質土層つまり澱み状の層へ至る状況は､ トレンチ
２と同様である｡
����

土器
遺物は極少量で､ 形状が分かるものは１点のみである｡ この１点も図示していないが､ 甕の胴部小片と考

えられる｡ 残存部に屈曲が見られ､ 屈曲部に刻み目を施している点から考慮すると､ 弥生時代前期の土器で
ある可能性が高い｡
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遺跡は小郡市三沢字南崎2965－23に位置する｡ 今回の一連の調査対象地の最西部に当たり､ 東に隣接する
丘陵上に三沢南崎遺跡３ (市報告第242集) が､ そのさらに東の丘陵下位には三沢南崎遺跡２ (市報告第241
集) が位置している (第２図)｡
小郡市は宝満川の流域に発達した市である｡ 宝満川は筑後川水系の支流で､ 源は筑紫野市と太宰府市の境

に位置する宝満山である｡ 小郡市を大きく分けると､ 市の中央部を南北に貫流する宝満川流域の中央平坦地､
市北東部の台地､ そして今回の対象となる市北西部の通称三国丘陵と呼ばれる低丘陵地である｡ 三沢南崎遺
跡群は､ 北側からなだらかに続く段丘の裾部に位置し､ 平成17年度の第１次調査 (三沢南崎遺跡：市報告第
220集) では､ 弥生時代前期の環濠及び集落等が確認されている｡
今回の調査で確認された弥生時代中期中頃から古墳時代前期にかけての周辺の様相を簡単にまとめておく｡
三沢南崎遺跡１次調査では中期末から後期にかけての住居跡が検出された｡ みくに保育所内遺跡 (２：市報
告第８集) では､ 後期中頃から後半の住居跡４軒が確認され､ １号住居跡から舶載方格規矩鏡片が出土して
いる｡ 横隈山遺跡２地点 (３：市報告第４集) では後期後半の住居跡５軒が､ 同７地点 (４：市報告第４集)
では古墳時代前期の方形周溝墓３基が検出された｡ 三国の鼻遺跡 (５：市報告第43集) では弥生時代後期の
環濠集落が調査された｡ 環濠と同時期の住居跡34軒の連動した動きが確認されている｡ 三沢栗原遺跡 (６：
市報告第15・23・28集) では弥生時代中期末から古墳時代前期の集落が連綿と営まれ､ 90軒以上の住居跡が
検出された｡ この集落からは40点以上の豊富な鉄製農工具が出土し､ また舶載鏡の鏡片２点が出土している｡
以上のように､ 三国丘陵上には多くの弥生時代中期中頃から古墳時代前期の遺跡が存在する｡ ただ､ 弥生

時代に関しては､ 南に位置する小郡・大板井遺跡群で多鈕細文鏡２面・中細形銅戈７本等多くの青銅製宝器
が出土しており､ 古墳時代前期には北に位置する丘陵上に津古古墳群が築かれている｡ これらと比較すると
内容が不透明な部分が多かった当地域であるが､ 今回の調査成果を基に当該時期の様相の解明が求められる｡
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１. 三沢南崎遺跡

２. みくに保育所内遺跡

３. 横隈山遺跡２地点

４. 横隈山遺跡７地点

５. 三国の鼻遺跡

６. 三沢栗原遺跡

��

��

		





��

��



� � � �

図版１①調査区西半全景 (真上から) ②調査区西半全景 (西側上空から)

図版２①調査区西半全景 (北西側上空から) ②調査区西半全景 (東側上空から)

図版３①調査区東半全景 (真上から) ②調査区東半全景 (西側上空から)

図版４①調査区東半全景 (北西側上空から) ②調査区東半全景 (南側上空から)

図版５①調査区西半近景 (北側から)

②調査区西半近景 (南側から)

③１号掘立柱建物検出状況 (南西側から)

④１号掘立柱建物ピット１土層断面 (北西側から)

⑤１号掘立柱建物ピット２土層断面 (南西側から)

⑥１号掘立柱建物ピット３土層断面 (北西側から)

⑦１号掘立柱建物ピット４土層断面 (南西側から)

⑧１号掘立柱建物完掘状況 (南西側から)

図版６①３号流路Ｃ区上層祭祀土器群出土状況 (南西側から)

②１号掘立柱建物と祭祀土器群の位置関係 (南西側から)

③１号掘立柱建物と祭祀土器群の位置関係 (北東側から)

④１・２号流路トレンチ１全景 (南西側から)

⑤１・２号流路トレンチ１土層断面 (南西側から)

⑥１・２号流路トレンチ１矢板検出状況 (東側から)

⑦１・２号流路トレンチ１矢板①断面 (東側から)

⑧１・２号流路トレンチ１矢板②断面 (東側から)

図版７①１・２号流路トレンチ２全景 (西側から)

②１・２号流路トレンチ２土層断面 (南西側から)

③１・２号流路トレンチ３全景 (西側から)

④１・２号流路トレンチ３土層断面 (南西側から)

⑤２号流路トレンチ５土層断面 (南側から)

⑥３号流路最上層黒色土完掘状況 (南東側から)

⑦３号流路最上層黒色土完掘状況 (西側から)

⑧３号流路最上層黒色土完掘状況 (北側から)

図版８①３号流路Ｂ区最上層遺物出土状況 (南西側から)

②３号流路Ｂ区最上層木杭出土状況① (南西側から)

③３号流路Ｂ区最上層木杭出土状況② (南西側から)

④３号流路トレンチ４全景 (西側から)

⑤３号流路トレンチ４西半土層断面 (南側から)

⑥３号流路トレンチ４東半土層断面 (南側から)

⑦３号流路トレンチ４鼠返し出土状況 (南側から)

⑧３号流路トレンチ４鼠返し出土状況 (北側から)

図版９①３号流路Ａ区土層断面 (北西側から)

②３号流路Ｅ・Ｆ区全景 (南西側から)

③３号流路Ｅ・Ｆ区土層断面① (南側から)

④３号流路Ｅ・Ｆ区土層断面② (南東側から)

⑤３号流路Ｅ・Ｆ区鼠返し出土状況 (南東側から)

⑥３号流路Ｅ・Ｆ区木杭出土状況 (南東側から)

⑦３号流路Ｇ区全景 (南西側から)

⑧三沢南崎遺跡４基本層序 (北側から)

図版10 ３号流路出土土器①

図版11①３号流路出土土器② ②３号流路Ｃ区上層出土祭祀土器

図版12①３号流路Ａ区下層流路第13層出土土器 ②３号流路Ｅ・Ｆ区上層流路第18・19層出土土器

図版13①３号流路Ｅ・Ｆ区上層流路第28層出土土器 ②３号流路Ｅ・Ｆ区下層流路第33層出土土器

図版14①３号流路出土石剣・スクレイパー ②３号流路・遺構検出面出土石庖丁・石庖丁未製品

図版15①３号流路出土磨石・台石

②３号流路出土砥石

③３号流路出土土製円盤・石製投弾

図版16 三沢南崎遺跡４出土木器①

図版17 三沢南崎遺跡４出土木器②
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表１ １～３号流路調査区別出土土器の時期 43

三沢南崎遺跡４出土遺物観察表 44

………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………

����� (付図・第10図､ 図版７)
調査区北端部付近に､ ２号流路に流れ込む支流の様相を確認する目的で設定したトレンチである｡ 土層観

察のみで平面図の作成は行っていない｡ 土層から読み取れる流路の幅は約1.1ｍで､ 深さは約0.7ｍである｡
これを２号流路本流とのつながり､ つまり上端の平面形・床面の形状から考えると､ この支流は南流して２
号流路と合流するものと考えられる｡
��	
��

第５層は粗い砂質土が中心である｡ これは比較的速い流れが一定期間安定して続いたことを示している｡
最上層の第１層は黒灰色粘質土層であり､ 澱み状の堆積を表すものと考えられる｡ その間にはブロックを多
く含む層が見られ､ 速い流れから徐々に埋没していった過程を読み取ることができる｡

���

なし

������� (第11図､ 図版３・４・７)
３号流路は､ 調査区の北部中央付近から南東隅部に向かって南流し､ 調査区中央部において一部２号流路

を切る｡ 幅は北部で約4.5ｍ､ 中央部で約7.1ｍ､ 南端部で約12.3ｍを測る｡ 流路の東岸・西岸ともに比較的
直線的で､ 南側に向かって大きく開く｡ 方位はＳ-35°-Ｅである｡ なおこの流路は埋没の最終段階に澱み状
を呈したものと考えられ (第11図の破線の範囲)､ その幅は北部で約3.3ｍ､ 中部で約5.6ｍ､ 南部で約7.0ｍ
を測る｡ 方位は北半がＳ-37°-Ｅ､ 南半がＳ-54°-Ｅである｡ 流路自体の床面までの深さは､ トレンチ４で約1.
0ｍを測り､ グリッドＥ・Ｆ区で約0.9ｍを測る｡
なお､ 今回の調査では１号掘立柱建物の主軸を基準にグリッドを設定して調査を実施した｡ これは１号掘

立柱建物と流路の関係性を想定したもので､ 地区毎の埋土の堆積状況や遺物の出土状況の違いを導き出すこ
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とを目的としている｡

����( (第12図､ 図版８)
調査区中央やや北部に設定したトレンチである｡ 長さ約6.1ｍ､ 幅約2.1ｍを測る｡ このトレンチの設定に

より､ ３号流路は最低でも新旧２本の流れがあることが分かり､ これ以降新しい流れを ｢上層流路｣､ 古い
流れを ｢下層流路｣ として報告する｡
上層流路は､ トレンチ北側の壁面で上端の幅約4.6ｍを測る｡ 深さ約1.0ｍで平坦面に至り､ 確認できた範

囲で幅は最大1.1ｍである｡ 東西両側に中段状の高まりを有し､ 西側は床面から5～10㎝程度の高さで幅最大
60㎝程度､ 東側は床面から12～13㎝程度の高さで幅最大40㎝程度である｡ 壁面は､ 西側は約45°～60°の角
度で直線的に立ち上がり､ 東側は緩やかで20°程度である｡ なお､ 流路中央部やや西側の床面から約45㎝浮
いた状況 (埋土第９層) で鼠返しが出土した｡
下層流路は､ トレンチ北側の壁面で上端の幅2.0ｍ以上を測る｡ 床面は東側が一段低くなっており､ 深さ

約0.8ｍを測る｡ 西側は床面との高低差15㎝程度の中段状を呈する｡ 壁面は､ 西側は上層流路により不明で
あるが､ 東側は約75°と急激に立ち上がる｡
��	
��

埋土の第１～15層は上層流路の埋土､ 第16～24層は下層流路の埋土である｡ 主要な埋土層を堆積の順に下
層流路から説明する｡
下層流路の埋土のうち第24層は粗い砂質土層であり､ これは流路の盛期の速い流れに伴うものである｡ し

かし､ そのすぐ上位の第23層は澱み状堆積による黒色土､ 第21・22層は川岸が崩れたような地山ブロック土
であり､ さらにそのすぐ上位の第20層には大量の土器類が含まれている｡ つまり､ 下層流路の流れが生きて
いたのは比較的短期間であり､ その後生活廃棄物の投棄などにより､ 埋没していったことが分かる｡
上層流路の最下層である第14層も粗い砂質土層であり､ 大量の遺物を含んでいる｡ 第９層は非常に細かい

砂質土で､ 黒色粘質土を層状に含む｡ この流路の上流に速い流れがあり､ そのスピードが緩くなるこのトレ
ンチ周辺に広く細かい砂質土が堆積したものと考えられる｡ 黒色粘質土の存在､ つまり澱み状の堆積もこれ
を証左している｡ この層から鼠返しが出土した｡ 右側約１/３を欠損するが､ 大型流路出土品として考える
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第１図 三沢南崎遺跡４周辺遺跡分布図 (Ｓ=1/25,000) 2
第２図 三沢南崎遺跡４調査区位置図 (Ｓ=1/5,000) 2
第３図 三沢南崎遺跡４基本層序図 (Ｓ=1/40) 3
第４図 １号掘立柱建物実測図 (Ｓ=1/50) 4
第５図 ３号流路内祭祀遺物出土状況実測図 (Ｓ=1/20)及び

１号掘立柱建物との位置関係 (Ｓ=1/100) 5
第６図 ３号流路内出土祭祀土器実測図 (Ｓ=1/4) 6
第７図 １・２号流路トレンチ１実測図 (Ｓ=1/60) 及び矢板検出状況実測図 (Ｓ=1/20) 7
第８図 １号流路出土木器実測図 (Ｓ=1/4) 8
第９図 １・２号流路トレンチ２実測図 (Ｓ=1/60) 10
第10図 １・２号流路トレンチ３実測図及び２号流路トレンチ５土層断面実測図 (Ｓ=1/60) 11
第11図 ３号流路グリッド設定図 (Ｓ=1/200) 12
第12図 ３号流路トレンチ４実測図 (Ｓ=1/60) 13
第13図 ３号流路Ａ区・Ｇ区実測図 (Ｓ=1/60) 15
第14図 ３号流路Ｂ区上層木杭・土器出土状況実測図 (Ｓ=1/40) 17
第15図 ３号流路Ｅ・Ｆ区実測図 (Ｓ=1/60) 19
第16図 ３号流路出土土器実測図① (Ｓ=1/4) 23
第17図 ３号流路出土土器実測図② (Ｓ=1/4) 24
第18図 ３号流路出土土器実測図③ (34はＳ=1/2､ その他はＳ=1/4) 25
第19図 ３号流路出土土器実測図④ (Ｓ=1/4) 26
第20図 ３号流路出土土器実測図⑤ (Ｓ=1/4) 27
第21図 ３号流路出土土器実測図⑥ (Ｓ=1/4) 28
第22図 ３号流路出土石器・土製品実測図 (１・２・４はＳ=1/3､ その他はＳ=1/2) 28
第23図 ３号流路・遺構検出面出土石器実測図 (13はＳ=1/3､ その他はＳ=1/2) 29
第24図 ３号流路出土木器実測図① (３・４はＳ=1/8､ その他はＳ=1/4) 30
第25図 ３号流路出土木器実測図② (Ｓ=1/8) 31
付 図 三沢南崎遺跡４全体図 (Ｓ=1/100)
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三沢南崎遺跡４で検出した主な遺構・遺物は以下の通りである｡今回の調査区は､すぐ東側に隣接する丘
陵上に広がる集落：三沢南崎遺跡３から､一段下った標高19～20ｍ程度(現水田面)の低地であり､調査前
の段階ではその集落に伴う水田等の生産遺構の検出を目的としていた｡調査時の見解､プラント・オパール
分析の結果からその可能性は低いと考えられるが､遺物が大量に廃棄された流路及び､その流路に沿って立
つ掘立柱状の建物の存在を確認した｡さらに流路内部の掘立柱建物付近には､投げ込まれたような状態で弥
生時代中期後半の祭祀土器が一括して出土し､当時の人々の精神面の解明につながる重要な調査となったと
言えよう｡
なお､遺跡の基本層序を第３図に示している｡第３層以上は現代の造成・水田に伴う層であり､第４・５
層には弥生土器を始め､中世の土師器を少量含む｡第５層と第６層の間が､今回の遺構・流路検出面となる｡
0�1

・掘立柱建物１棟
・流路３条
0��

・弥生土器
・土師器
・石器
・木器

	������ 

�23456�

�����3456�(第４図､図版５)
調査区東端の中央部に位置し､標高19.2～19.4ｍを測る｡北東-南西１間(約2.3～2.7ｍ)×北西-南東１間

(約3.0～3.3ｍ)の建物で､主軸を北西-南東にとる｡柱穴間の距離は一定でない｡柱穴は隅丸長方形または
楕円形状を呈し､その軸の方向・大きさも一定しない｡
Ｐ１は大きさ1.26×0.86ｍと最も大きいが､深さは現状で12㎝程度しか残存していない｡埋土はレンズ状

堆積で､最下位の第３層から弥生土器の小片１点が出土したが詳細は不明である｡Ｐ２は大きさ0.73×0.65
ｍで､深さは最も深い93㎝を測る｡埋土のうち最上層の第１層から土器の小片が３点出土したが詳細は不明
である｡Ｐ３は大きさ0.74×0.53ｍで､深さ28㎝を測る｡Ｐ４は大きさ0.76×0.57㎝で､深さは最大７㎝と非
常に浅い｡
３号流路に近接するＰ２・３は規模が小さく深く､やや丘陵を上るＰ１・４は規模が大きく浅いという特
徴がある｡これは流路の存在と関連性が高い､つまり流路と同時期のものである可能性を表しているものと
考えられる｡
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基本層序土層注記
１明緑灰色土(Hue10G7/1)(現在の水田の耕作土)
２青灰色土(Hue10BG6/1)(現在の水田の床土)
３浅黄色土(Hue7.5Y7/3)(造成時の客土)
４緑灰色土(Hue10G5/1)(ざらざらした層､よくしまる､鉄分の沈殿が多量､直上から弥生土器等が出土)
５青灰色土(Hue5BG6/1)(シルト層､非常によくしまる､土器片[弥生土器・土師器等]を多く含む)
６暗青灰色土(Hue5BG4/1)(粘性が非常に高い､鉄分の沈殿が多量､直上から弥生土器等が出土)
７オリーブ黄色土(Hue7.5Y6/3)(5に非常に近い質)
８明黄褐色土(Hue10YR7/6)(地山)
９明青灰色土(Hue10BG7/1)(地山)

東西方向は８°西側に傾斜するかたちで打ち込まれていた｡矢板②(南側)は､南北・東西方向ともに垂直
に打ち込まれている｡
��	
��

埋土の第１～15層は２号流路の埋土､第16～19層は１号流路埋没時の自然堆積､第20・21層は１号流路上
層流路､第22～27層は１号流路下層流路である｡主要な埋土層を堆積の順に下層から説明する｡
埋土のうち最下位の第26・27層は､灰褐色で非常に粒子が細かい均質な土層で､１号流路下層流路の比較

的緩やかな流れが一定期間続いたことによる安定した堆積である｡第21層は上層流路が最終段階で澱み状に
なったことを表している｡なお､上層流路は幅1.7ｍ､深さ40㎝程度の小規模な流れであったことが分かる｡
２号流路は大きく分けて西側から埋没していったものと考えられる｡第５・７層のように､埋土中に地山

と同質のブロックがそのまま残っているということは､比較的短期間で埋没が進んだ可能性も考えられる｡
最終段階の第２層は澱み状の堆積層である｡

���

土器
遺物は極少量である｡１号流路から弥生土器甕の底部片等が出土したが図示していない｡摩耗が著しく､

詳細は不明だが､底部から約１㎝上位で一度締まる形状であり､弥生時代前期の遺物である可能性が考えら
れる｡２号流路からも同じく弥生土器甕の胴部片等が出土したが､詳細は不明である｡
石器
１号流路から３点､２号流路から１点石製投弾が出土した｡

木器(第８図､図版16)
第８図１・２は矢板で､検出面から上位は折れて欠損している｡いずれも非常に丁寧なつくりである｡１

は長さ40.5㎝､幅は最大10.3㎝､厚さは最大3.3㎝を測る｡表面・裏面ともに非常に平滑に削られている｡先
端部はやや屈曲して作られている｡一部欠損しているが､本来より鋭利に製作していたものではなかろう｡
木材の芯に近い中心部分を使用している｡２は長さ33.8㎝､幅は最大8.6㎝､厚さは最大2.0㎝を測る｡１よ
り一回り小型の矢板である｡表面・裏面ともに非常に平滑に削られている｡側面から先端部まで直線的に作
られており､１と同様鋭利に製作されたものではなかろう｡
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�KL��(第５図､図版６)
１号掘立柱建物は３号流路の北側に沿うように位置しているが､Ｐ３の約1.2ｍ南側の３号流路Ｃ区上層

から遺物がまとまって出土した｡内容は祭祀土器を中心としており､位置的に１号掘立柱建物との関連性が
高いと考え､ここで合わせて報告する｡なお､今回の調査では３号流路の最下層の粗い砂質土層を除くと､
遺物が一括して出土したのはこの祭祀遺物群及びＢ区上層の壺２点の２ヶ所のみであり､その点から考慮し
ても特異な状況が分かる｡
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土器(第16図､図版10)
第16図10はほぼ完形の器台で､口径16.6㎝､底径18.4㎝､器高21.2㎝を測る｡外面の下半にはタタキが残

るが､中位の切り合いからタタキの後にハケ調整を行ったことが分かる｡
��������	
�

木器(第25図､図版16)
第25図５は鼠返しである｡全体の約１/３を欠損するが､南側に位置するグリッドＥ・Ｆ区からその欠損

部に近い部位のものが出土し､同一個体の可能性が高いと判断してここで合わせて報告する｡
形状は隅丸方形に近く､長さ67.7㎝､幅69.7㎝(復元)を測り､厚さは最大で6.8㎝である｡中央部の角穴

は長さ9.6㎝､幅11.7㎝を測る｡上面・下面ともに非常に丁寧な調整が施されている｡
�����
��	
�

土器(第16図､図版10)
第16図11はほぼ完形の高坏である｡口径18.7㎝､脚部径14.9㎝､器高は最大14.5㎝を測る｡坏部の底部と

立ち上がりの境目に明瞭な段が作られる｡12は長脚の高坏の脚部である｡外面はハケの後に丁寧なミガキが
施される｡上下２つセットの穿孔が３ヶ所見られる｡その他､尖底状を呈する甕底部小片等が出土している｡
���������	
�

土器
小片が多く､図示していない｡内容は甕口縁部小片､壺底部小片､蓋小片等である｡甕のうち１点は､頸

部で屈曲して外反し､口唇部をやや内側に突出させる｡
石器
石製投弾１点が出土した｡

���������	
�

土器(第16図､図版10)
第16図13・14は甕の胴部から口縁部にかけてである｡13は口径28.4㎝､胴部最大径24.4㎝を測る｡口縁部

は断面逆Ｌ字状を呈するが､内側の端部は丸い｡14は口径25.8㎝､胴部最大径22.9㎝を測る｡口縁部は断面
逆Ｌ字状を呈する｡15は甕の底部から胴部にかけてである｡底径11.8㎝を測り､残存高は21.1㎝である｡胴
部はやや丸みを帯びて立ち上がる｡16は壺の口縁部小片で､口径32.0㎝を測る｡内外面ともに丹塗りが施さ
れ､頸部外面には上下方向の暗文が認められる｡その他､甕の口縁部・底部小片､鉢口縁部小片､蓋小片等
が出土しているが､いずれも図化した遺物と時期的な齟齬はない｡なお､１点のみ尖底の甕底部小片が出土
している｡

������(第13図､図版９)
グリッドＡ区は､１号掘立柱建物の西側柱列の前面から北西側にかけての範囲で､長さ約3.0ｍ､幅約3.3

ｍを測る｡このグリッド周辺において､上層流路と下層流路の東岸のラインがほぼ一致する｡掘削は上層流
路の中～下層までしか実施していない｡上層流路のグリッド内での深さは最大約60㎝程度で､底面はさらに
西側に傾斜して下っている｡
�	����

埋土の第１～12層は上層流路の埋土､第13層は下層流路の埋土である｡主要な埋土層を堆積の順に下層か
ら説明する｡
下層流路の埋土である第13層は粗い砂質土層である｡弥生土器を大量に含んでおり､トレンチ４の第20層
と状況は同様である｡第11・12層は上層流路の埋土であるが､下層流路の埋土が流れ込んだものと考えられ
る｡上層流路の埋土のうち第９層は青灰色シルト層であり､緩やかな流れを表しているものと考えられる｡
最上層の第１層は黒灰色で､大量の遺物が含まれている｡
�	
�

���	
�

土器
この項目で報告するのは､出土層位が明確でない遺物である｡
土器は全て小片で図示していない｡内容は甕口縁部・底部､壺口縁部､高坏口縁部・脚部等である｡甕口
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れ曲がる｡太さはおよそ３㎝程度である｡表皮を残している所が多いが､先端部のみ調整されている｡

����5�(第11図)
グリッドＣ区も完掘していない｡上層の黒色・灰色系埋土(他のグリッドの第１・２層に相当)を掘り下
げたのみである｡位置は１号掘立柱建物の東側柱列の前面で､長さ約3.0ｍ､幅約2.3ｍを測る｡深さは30㎝
程度掘り下げた｡１号掘立柱建物のＰ３前面で甕・壺・筒型器台等の祭祀土器が一括出土したが､これに関
しては前述している｡
�	����

掘り下げたのは第１層の灰褐色砂質土､第２層の黒色粘質土､第３層の灰色粘質土である｡Ａ・Ｂ区の第
１・２層の上に１層灰褐色砂質土層が確認された｡これは隣接するＤ区と同じ様相である｡
�	
�
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土器(第18図､図版10)
第18図33は壺の口縁部小片で､外面に丹塗りが施されている｡34はミニチュア土器の鉢で､口径4.05×3.6㎝､
器高3.2㎝を測る｡その他､断面逆Ｌ字状を呈する甕口縁部小片､高坏脚部小片等が出土している｡
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ている｡ 口径は26.2㎝を測る｡ 52・53は丸底状を呈する甕の底部である｡ 52は底径6.5㎝､ 53は底径6.7㎝を
測る｡ 54・55は袋状口縁壺の頸部から口縁部小片である｡ 口縁部はいずれも直線的に内傾して立ち上がる｡
54は口径21.4㎝､ 55は口径18.6㎝を測る｡ 56は鉢の胴部から口縁部にかけての小片で､ 口径16.4㎝を測る｡
57から59は高坏である｡ 57は坏部で､ 口径35.0㎝を測る｡ 口縁部は直線的に外傾して立ち上がり､ 端部は外
反させる｡ 58は脚部で､ 裾部径15.4㎝を測る｡ 59は長脚の脚部で､ 内面に絞り痕が明瞭に残る｡ 本来は丹塗
りと考えられる｡ 60は筒型器台の鍔部周辺で､ 鍔部の径は27.8㎝を測る｡ 61は器台で､ 底径15.0㎝を測る｡
その他､ 図示した以外にも多くの土器が出土している｡
石器
石製投弾が１点出土した｡
���������	
�

土器 (第18図､ 図版13)
第18図38から40は甕の胴部から口縁部の小片で､ いずれも断面逆Ｌ字状を呈する｡ 38は口径26.8㎝を測り､
外面口縁部下位に沈線を１条施す｡ 39・40はいずれも丹塗りで､ 外面口縁部下位に断面М字状の突帯を１条
施す｡ 39は口径28.8㎝､ 40は口径29.7㎝を測る｡ 41は甕の底部で､ 底径7.6㎝を測る｡ 42から44は壺の頸部か
ら口縁部にかけてである｡ 42は短頸壺で､ 口径17.0㎝を測る｡ 摩耗が著しいが､ 本来は丹塗りと考えられる｡
43は口径36.6㎝を測り､ 口縁部は大きく外反する｡ 外面から口唇部に丹塗りの痕跡が残る｡ 44は口縁部の断
面鋤先状を呈し､ 口径28.9㎝を測る｡ 45は壺の底部から胴部にかけてで､ 底径7.2㎝を測る｡ 46は筒型器台の
鍔部から口縁部にかけてである｡ 口径11.0㎝､ 鍔部径21.6㎝を測る｡ 外面に丹塗りの痕跡が残る｡ 47は器台
で､ 底径13.8㎝を測る｡ その他､ 図示した以外にも多くの土器が出土している｡
<�=��	
�

土器 (第18図､ 図版10)
第18図48は壺で､ 胴部最大径16.3㎝､ 残存高17.1㎝を測る｡

����>� (第13図､ 図版９)
グリッドＧ区は､ グリッドＣ・Ｄ区の南東側に位置し､ １号掘立柱建物より流路の下流側に当たる｡ 長さ
は約2.8ｍ､ 幅は最大約2.8ｍを測る｡ 掘削は床面まで実施したが､ 壁面の崩落により土層断面は測図できな
かった｡ 床面までの深さは約0.8ｍを測る｡ 東側の壁面は階段状に立ち上がるが､ 角度は30°程度で緩やかで
ある｡
�	����

確認できた埋土のうち､ 第１層は黒色粘質土､ 第２層は灰色粘質土､ 第３層は灰白色砂質土で､ その下位
には砂質土が比較的厚く堆積している｡ 第１・２層は隣接する各グリッドと同じ様相を示す｡ なお､ 以下で
トレンチ内として報告する遺物は基本的に第４層以下の砂質土中出土のものである｡
�	
�

�����6��	
�

土器 (第20図)
第20図80は甕の頸部から口縁部にかけての小片で､ 口径16.0㎝を測る｡ 頸部は外湾気味に立ち上がり､ 口

縁部は内側に突出する｡ 81は高坏の坏部小片で､ 立ち上がりは直線的である｡ 口径19.0㎝を測る｡ その他､
甕口縁部小片､ 高坏脚裾部小片､ 器台小片等が出土している｡
石器 (第23図､ 図版14)
第23図12は黒色片岩製の石庖丁未製品である｡ 現状で長さ7.1㎝､ 幅5.4㎝､ 厚さ0.5㎝を測る｡ 刃部は全く

成形されていないが､ １ヶ所穿孔が施されており､ 穿孔途中のものが表面２ヶ所､ 裏面２ヶ所確認された
(うち１ヶ所は表裏同一のもの)｡
��?@	A�	
�

土器 (第20図)
第20図82は口径49.0㎝を測る大型の甕である｡ 口縁部は断面逆Ｌ字状を呈し､ 外面口縁部下位に断面三角

形の突帯を１条有する｡ 83は小型の甕で､ 口径13.8㎝を測る｡ 口縁部上面には２ヶ所の穿孔が見られ､ 本来
は左右対に施されていたものと考えられる｡ 外面に丹塗りの痕跡が残る｡ 84は高坏の脚部で､ 裾部径18.4㎝
を測る｡ 裾部の下端はつまみ出すように作っている｡ 外面に丹塗りを施す｡ その他､ 平底状の甕底部､ 断面
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鋤先状口縁を呈する壺口縁部､ 平底状の壺底部等が出土した｡
石器 (第23図､ 図版14)
第23図11は赤紫色泥岩製石庖丁である｡ 約１/３を欠損しており､ 現状で長さ5.65㎝､ 幅4.1㎝､ 厚さ0.6㎝

を測る｡ 穿孔は２ヶ所認められ､ うち残存状況の良い１つは孔径３㎜を測る｡
BCDEA�	
�

土器 (第21図､ 図版11)
第21図85は甕の胴部から口縁部にかけてで､ 口径22.8㎝､ 胴部最大径27.0㎝を測る｡ 口縁部の断面は逆Ｌ

字状から鋤先状に近い｡ 外面から内面にかけて丹塗りを施す｡ 86は袋状口縁壺の頸部から口縁部にかけてで､
口径22.0㎝を測る｡ 87は小型の袋状口縁壺である｡ 口径8.2㎝を測る｡ 88は鉢の胴部から口縁部にかけてであ
る｡ 口縁部は屈曲して外反し､ 口径22.8㎝を測る｡ その他､ 平底状を呈する甕底部等が出土した｡

����F� (第11図)
グリッドＨ区は完掘していない｡ 最上層の黒色粘質土を掘り下げたのみである｡ 位置はグリッドの南西端

部で､ １号掘立柱建物からはやや離れた流路下流となる｡ 長さは約2.8ｍ､ 幅は最大約3.9ｍを測る｡ 黒色粘
質土のみで深さ約40㎝を測り､ かなり厚い堆積状況であった｡ なお､ 流路の南西岸に向かってグリッドを拡
張し掘り下げ､ 壁面が緩やかに立ち上がる状況を確認した｡
�	����

掘り下げたのは第１層の黒色粘質土のみである｡ なお､ 拡張部の埋土は灰白色砂質土である｡
�	
�

�����G��	
�

土器 (第21図)
第21図89は高坏で､ 口径16.2㎝､ 裾部径10.6㎝､ 器高11.5㎝を測る｡ 口縁部はやや外反して立ち上がる｡

その他､ 壺口縁部小片､ 高坏脚部片等が出土した｡
木器 (第24図､ 図版16)
第24図１は横槌である｡ 把手分の先端を欠損するものの､ 比較的良好な残存状況である｡ 残存長38.9㎝､ 槌
部径6.9㎝､ 把手部径2.5～３㎝を測る｡ 槌部の端部は両側とも丁寧に削って成形している｡
HIJK���	
�

土器
断面逆Ｌ字状及び直線的に外傾する甕口縁部小片､ 平底状の甕底部小片､ 高坏脚部等が出土した｡

石器 (第23図､ 図版15)
第23図13は安山岩製台石である｡ 側面の残存状況が悪いが､ 残存長18.3㎝､ 残存幅10.3㎝､ 厚さ6.4㎝を測

る｡

�L/010
�

遺構検出面及び包含層中から少量ながら遺物が出土している｡ 以下､ 概要を報告する｡
�	
�

土器
遺構検出面及び包含層中から土師器の皿が数点出土している｡ 包含層中出土のものは底径9.0㎝以上を測

る｡
石器 (第23図､ 図版14)
第23図14は遺構検出面で出土した緑色片岩製石庖丁である｡ ほぼ完形に近く､ 長さ14.5㎝､ 幅4.25㎝､ 厚

さ0.95㎝を測る｡ 刃部の研ぎ出しが不明瞭で､ 成形段階のものと考えられる｡
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����O� (第11図)
グリッドＤ区も完掘していない｡ 上層の黒色・灰色系埋土 (他のグリッドの第１・２層に相当) を掘り下

げたのみである｡ 位置はグリッドＣ区の南西側で､ １号掘立柱建物からはやや離れた場所となる｡ 長さ約3.0
ｍ､ 最大幅約3.2ｍを測る｡ 第１～３層の掘り下げに要した深さは45㎝程度である｡ なお､ 流路の南西岸に
向かってグリッドを拡張し掘り下げたが､ 遺物等の出土はほとんどなかった｡
�	����

掘り下げたのは第１層の灰褐色砂質土､ 第２層の黒色粘質土､ 第３層の灰色粘質土で､ 隣接するグリッド
Ｃ区と全く同様の様相である｡ なお､ その下層に第４層灰褐色砂質土､ 第５層黒色粘質土の堆積が見られる｡
�	
�
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土器
丸底状を呈する甕底部小片､ 突帯を有する甕胴部小片､ 高坏脚部小片等が出土した｡

石器 (第22図､ 図版15)
第22図４は花崗斑岩製砥石である｡ 現存長14.4㎝､ 現存幅8.25㎝､ 厚さ3.15㎝を測る｡ 砥面は上面の１面

のみである｡
�����6��	
�

土器
丸底の甕底部小片､ 丹塗りの短頸壺の口縁部小片､ 平底の壺底部等が出土した｡

����P!<� (第15図､ 図版９)
グリッドＥ・Ｆ区は当初個別のグリッドとして設定したが､ 流路の全容把握のために完掘し､ ここでは合

わせて報告する｡ 位置はグリッドＡ・Ｂ区の北西側で､ １号掘立柱建物より流路の上流部分に当たる｡ 長さ
約10.0ｍ､ 幅約2.7ｍを測る｡ このグリッドでもトレンチ４と同じように､ ３号流路は最低でも新旧２本の流
れがあることが確認され､ 新しい流れを ｢上層流路｣､ 古い流れを ｢下層流路｣ として報告する｡ グリッド
の南西部では安定しない堆積が見られるが､ これは上層流路の氾濫に伴うもの (以下､ ｢氾濫部｣ と呼ぶ)
と判断した｡ なお､ この部分の土層観察により､ ３号流路が２号流路より後出することが確認された｡
上層流路 (氾濫部を除く) は､ トレンチ北側の壁面で上端の幅約4.9ｍを測る｡ なお､ 上層流路と下層流

路の切り合いは､ グリッド上端では明確に現れない｡ 深さ約0.9ｍで平坦面に至り､ 確認できた範囲で幅は1.9
ｍ程度である｡ 東側に中段状の高まりを有し､ その西端は床面から20㎝程度の高低差で､ 東に向かって約
８°の角度でなだらかに立ち上がる｡ 幅は最大1.7ｍを測る｡ 壁面は､ 西側は約40°の角度､ 東側は約45°の角
度でなだらかに立ち上がる｡
第18・19層を中心に大量の遺物が出土した｡ 特に土器の出土が多く､ 図示していないものだけで､ 重量約

130kg を測る｡ また､ 中段から床面に下る付近を中心に多くの木材が出土した｡ 層位的には第18・19層の直
上となる｡ 加工痕のないものが多いが､ 一部調整のある木杭が含まれている｡ なお､ グリッドの北側壁面に
かかる状況で鼠返しが出土した (第８層)｡ 出土地点に約4.5ｍの距離があるが､ トレンチ４で出土したもの
と部位的に同一個体である可能性が高く､ 合わせて前述している｡
上層流路の氾濫部は､ トレンチの北側の壁面で幅3.6ｍ以上を測る｡ 土層堆積状況を確認すると､ 上層流

路の第７層が明確にこの氾濫部を切っており､ 第４層以上のレンズ状堆積の状況から考えても､ 明瞭な切り
合い関係が確認される｡ 床面までの深さは40㎝程度であるが､ 中央部が大きく窪んでいる｡ 幅は最大2.4ｍ､
深さは0.6ｍにも及び､ 下端の幅は最大約1.5ｍを測る｡ この部分は壁面の抉り込みが多く､ 安定した流れに
伴うものではないと考えられる｡ 最下位の第28層から多くの遺物が出土した｡
下層流路はトレンチ北側の壁面で､ 上端の幅2.2ｍ以上を測る｡ 床面は中央部が一段低くなっており､ 深

さ約0.7ｍ､ 幅最大80㎝を測る｡ 両側の中段は床面との高低差５～10㎝程度である｡ 壁面は､ 西側は上層流
路により不明であるが､ 東側は約70°と急激に立ち上がる｡ 最下層の第33層から多くの遺物が出土した｡
�	����

埋土の第１～19層は上層流路の埋土､ 第20～28層は上層流路氾濫部の埋土､ 第29～33層は下層流路の埋土
である｡ 主要な埋土層を堆積の順に下層流路から説明する｡
下層流路の埋土のうち第33層は粗い砂質土層で､ 地山質のブロックを大量に含む｡ これは流路の盛期で速
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土器(第17図)
第17図17・18は甕の胴部から口縁部にかけてであるが､形状が大きく異なる｡17は口径30.2㎝を測り､口

縁部は断面逆Ｌ字状を呈する｡18は口径18.9㎝を測り､口縁部が直線的に外傾して立ち上がる｡19は甕の底
部から胴部にかけてである｡外面底部付近にはタタキの痕跡が残る｡その他､図示していないものは甕口縁
部・底部､高坏脚部等がある｡甕は中期的な様相､後期的な様相いずれのタイプも含む｡
����������
��


土器(第17図､図版10・12)
第17図20から22は甕の胴部から口縁部にかけてである｡20・21は口縁部の断面逆Ｌ字状を呈し､22は口縁

部がやや外傾して立ち上がる｡20は丹塗りで､口径30.6㎝を測る｡外面の口縁部下位に断面М字状の突帯を
１条有する｡口唇部には刻み目を施す｡21は口径31.4㎝を測る｡22は口径30.8㎝を測る｡23・24は甕の底部
である｡23は底径9.15㎝､24は底径8.9㎝を測る｡25は壺の頸部から口縁部にかけてで､口径27.0㎝を測る｡
口縁部は大きく外反し､上側から粘土帯を貼り付ける｡胴部と頸部の境目には断面三角形の突帯を１条有す
る｡26は短頸壺の胴部から口縁部にかけてで､口径15.4㎝､胴部最大径19.4㎝を測る｡外面にわずかに丹塗
りの痕跡が残る｡27は二重口縁壺の口縁部小片で､外面に山形を基調にした文様を施す｡28は鉢の口縁部小
片､29・30は高坏の脚部である｡29は内外面ともに丹塗りで､内面には強い絞り痕が残っている｡30も外面
にわずかに丹塗りの痕跡が残る｡その他､図示していないものに筒型器台の脚部､器台の裾部等がある｡
石器(第22図､図版15)
第22図２は安山岩製磨石である｡長さ9.1㎝､幅7.55㎝以上､厚さ2.7㎝以上を測る｡裏面が大きく欠損し

ている｡

������(第11図)
グリッドＢ区は完掘していない｡基本的には最上層の黒色系埋土(隣接するグリッドの第１・２層に相当)
だけを掘り下げ､北端部のみ内容確認のため深く掘り下げるトレンチを設定した｡位置はグリッドＡ区の南
西側で､１号掘立柱建物からはやや離れた場所となる｡長さ約3.0ｍ､幅約2.5ｍを測る｡第１・２層の掘り
下げに要した深さは20㎝程度である｡なお､下層確認のためのトレンチは､掘削中の崩落により詳細不明で
ある｡
グリッドほぼ中央の東端部､流路の中央付近で壺２点が破砕した状況で検出された｡また､北東端部では

流れの沿うような状態で木杭が１点出土した｡(第14図､図版８)
������

掘り下げたのは第１層の黒色粘質土と第２層の灰色粘質土のみである｡他のグリッドと堆積状況・埋土の
質等一致する｡
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土器(第17・18図､図版10)
第17図31､第18図32は第14図で出土状況を図示した壺である｡第１層・第２層にわたって出土した｡
31は口縁部が欠損しているが､胴部最大径34.7㎝を測る｡頸部に断面形の丸い突帯を１条有する｡32は口

径15.0㎝､胴部最大径31.0㎝を測る｡頸部は立ち上がりが短く､口縁部は屈曲して外反させる｡口縁部のヨ
コナデの後に頸部内面のナデ上げを行っており､粘土が口縁部上面に盛り上がっている｡
土製品(第22図､図版15)
第22図３は土器片転用の円盤である｡一部欠損しているものの､長さ4.2㎝・幅3.9㎝を測る｡

��� !
��


上層からは､断面逆Ｌ字状を呈する甕口縁部や袋状口縁壺の口縁部が出土した｡下層からは同じく断面逆
Ｌ字状を呈する甕口縁部や大きく外反する高坏の坏部小片が出土した｡
石器
上層から石製投弾１点が出土した｡

木器(第24図､図版17)
第24図４は第14図で出土状況を示した木杭である｡残存長164㎝を測り､先端から34㎝の箇所で約30°折
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縁部はいずれも断面逆Ｌ字状を呈する｡うち１点は外面口縁部下位に断面Ｍ字状の突帯を１条有し､本来丹
塗りであったものと考えられる｡壺口縁部は外反して開くもの､高坏口縁部は断面鋤先状のものである｡
石器(第22図､図版14)
第22図１は凝灰質頁岩製石剣である｡切先は欠損しており､残存長は15.5㎝を測る｡現状で幅は最大4.15

㎝､厚さは最大1.0㎝である｡表面の剥離が著しいが､残存部には研磨痕が見られる｡
��;�
��


土器
甕口縁部､壺口縁部､高坏脚裾部小片が出土した｡甕は断面逆Ｌ字状を呈する｡壺は短頸壺である｡
����� !
��


土器
断面逆Ｌ字状を呈する甕の口縁部小片が出土した｡外面口縁部下位に沈線を１条有する｡
石器
石製投弾１点が出土した｡
���������
��


土器
甕口縁部・底部､壺口縁部､器台等が出土したが､いずれも小片で図示していない｡甕口縁部には断面逆
Ｌ字状ものや直線的に外傾するものが有る｡甕底部は丸底のものが多い｡器台は口縁部が袋状を呈する｡
石器
石製投弾３点が出土した｡
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い流れに伴う層である｡ その上位の第30・31層は澱み状堆積に伴う黒灰色土・黒色土であるが､ さらにその
上位の第29層は再び粗い砂質土となっており､ 水流が戻ったものと考えられる｡
上層流路氾濫部は最下層の第27・28層が粗い砂質土層であり､ やはり速い流れに伴うものと考えられる｡

その上位の第24～26層等は緩やかな流れや澱みに伴う細かな堆積物の層で､ 流れ自体は比較的短期間のもの
と考えられる｡
上層流路の最下層である第18・19層は粗い砂質土層であり､ 大量の遺物を含んでいる｡ 特に第18層は ｢土

器の層｣ と呼べる程の密度で土器が含まれていた｡ この両層から上位にかけては第８層のように細かい砂質
土を経て､ 第２・３層の澱みに伴う黒色土系埋土へとつながり､ 徐々に安定して流路の埋没が進んだことが
読み取れる｡
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土器 (第18図)
第18図35は丹塗りの甕口縁部小片である｡ 外面口縁部下位に断面М字状の突帯を１条有し､ 口唇部には刻

み目を施す｡ 36は甕の胴部から口縁部にかけてで､ 口径16.2㎝を測る｡ 口縁部は直線的に外傾して立ち上が
る｡ 37は甕の底部で､ 底径7.6㎝を測る｡ その他､ 断面逆Ｌ字状を呈する甕口縁部小片等が出土した｡
石器
石製投弾１点が出土した｡

������D��E�
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土器 (第19・20図､ 図版11・12)
第19図62・63､ 第20図64は大型の甕の口縁部小片である｡ 62は口径45.6㎝を測り､ 口縁部の断面鋤先状を

呈する｡ 口縁上面はやや外傾する｡ 外面口縁部下位に断面三角形の突帯を１条有する｡ 63は口径50.8㎝を測
り､ 口縁部は屈曲して外傾する｡ 外面口縁部下位に突帯を１条有する｡ 64は口径44.8㎝を測る｡ 器壁が厚く､
最大1.8㎝を測る｡ 口唇部にはハケ原体により､ 時計周りに文様を施す｡ 65・66は甕の胴部から口縁部にか
けてである｡ 65は口径20.2㎝､ 胴部最大径25.4㎝を測る｡ 口縁部は断面鋤先状を呈し､ 外面口縁部下位に断
面М字状の突帯を１条施す｡ 内外面ともに丹塗りの痕跡が残る｡ 66は口縁部が直線的に外傾して立ち上がり､
口径25.2㎝を測る｡ 67から69は甕底部で､ 底径はそれぞれ12.0㎝､ 15.8㎝､ 9.8㎝を測る｡ 69のみ丸底状を呈
する｡ 70は袋状口縁壺の頸部から口縁部にかけてで､ 口径17.6㎝を測る｡ 71は壺の胴部から口縁部にかけて
で口径15.0㎝を測る｡ 口縁部は直線的に外傾して立ち上がる｡ 72は小型の袋状口縁壺で､ 口径9.8㎝を測る｡
内外面ともに一部丹塗りが残る｡ 73はミニチュアの壺で､ 口径5.4㎝､ 胴部最大径6.7㎝､ 器高8.0㎝を測る｡
74から76は高坏である｡ 74は坏部で､ 断面鋤先状を呈し､ 口径23.3㎝を測る｡ 摩耗が著しいが､ 内外面とも
に丹塗りが施されていた可能性が高い｡ 75・76は脚部で､ 周回するようにそれぞれ４ヶ所・３ヶ所の穿孔を
施す｡ 77・78は器台である｡ 77は口径12.7㎝を測る｡ 78は天井部が片側に突出するタイプで､ 天井部の長さ
9.2㎝､ 幅7.6㎝を測る｡ なお､ 中央部に両側から径３㎜程の小さな穿孔を施す｡ 79は蓋で､ 天井部径5.9㎝を
測る｡ なお､ 図示したもの以外にも大量の土器が出土している｡
石器 (第22・23図､ 図版14・15)
第22図５は石英斑岩製砥石である｡ 残存状況は悪いが､ 上面及び側面の２面を砥面として利用している｡

第23図６は黒色緻密質安山岩製スクレイパーである｡ 長さ3.5㎝､ 幅6.15㎝､ 厚さ1.5㎝を測る｡ ７から10は
投弾である｡ 各計測値は観察表に譲る｡ なお､ 投弾は計22点が出土している｡
木器 (第24図､ 図版17)
第24図２・３は木杭である｡ ２は先端部に加工が施されている｡ 現存長42.2㎝で､ 太さは最大4.6㎝を測る｡
先端から28㎝の所で約25°屈曲して延びる｡ ３は先端部を欠損し､ 詳細は不明である｡ 現存長100㎝､ 最大
幅4.8㎝を測る｡ 木目に合わせず面を取っている｡
�����"D�
��


土器 (第19図､ 図版10・11・13)
第19図49・50は甕の頸部から口縁部にかけての小片で､ いずれも外反しながら立ち上がる｡ 49は口径44.7

㎝を測り､ 胴部と頸部の境目に断面三角形の突帯を１条有する｡ 50は口径34.8㎝を測り､ 49と同様な突帯を
有する｡ 51も甕だが､ 特異な形状を示す｡ 胴部からの立ち上がりは直線的に口縁部まで延びるが､ その内面
に粘土紐を貼り付け､ 上面に受け部を作っている｡ なお､ 粘土紐の接合に使用したと考えられる粘土塊が残っ
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であるが､ 川岸付近に意図的に廃棄されたので､ 弥生時代後期以降に盛行した上層流路の影響を受けなかっ
たものと推測される｡
�������	


祭祀土器群は､ １号掘立柱建物の南東側柱列の前面で検出された｡ なお､ 前述のように､ １号掘立柱建物
は､ ３号流路の“いずれか”の時期に“何らか”の目的で建てられたものと考えられる｡ まず遺構の時期に
関しては､ 出土遺物が極小片少量であることから明確には導き出せない｡ しかし､ 丘陵側の柱穴２基と比較
し､ 流路沿いの柱穴２基が非常に深い構造となっており､ ３号流路にある程度の流量があった段階のもので
ある可能性が指摘される｡ これから考えると､ １号掘立柱建物の時期は､ 弥生時代中期中頃から後半または､
弥生時代後期と推測できる｡
以上の内容を総合的に判断すると､ １号掘立柱建物は､ 弥生時代中期後半に建てられた祭祀に関連する建
物であった可能性が考えられる｡ この状況は丘陵上の三沢南崎遺跡３の集落の変遷状況とも合致しており､
｢丘陵上＝生活地｣ ｢流路＝生活残滓物の廃棄＋それに伴う祭祀行為を行う場所｣ という図式が成り立つ｡
近回の成果は流路中から出土した土器を基にしたもので､ 推定の域を出るものではない｡ しかし､ 丘陵下
位の低地にこのような可能性が広がっていることを十分認識し､ 今後も調査に取り組んで行かなければなら
ないだろう｡ また､ 他の事例との比較検討も今後の大きな課題としたい｡
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シグサ属､ アリノトウグサ属－フサモ属､ チドメグサ亜科､ セリ亜科､ シソ科､ ゴキヅル､ タンポポ亜科､
キク亜科､ ヨモギ属
[シダ植物胞子]
単条溝胞子､ 三条溝胞子
(２) 花粉群集の特徴
１) 基本層序 (第５層：試料№３､ 第６層：試料№４)・図１
下位より花粉構成と花粉組成の変化の特徴を記載する｡
第６層では樹木花粉より草本花粉の占める割合が高く､ 約55％を占める｡ 草本花粉ではイネ科 (イネ属型

を含む)､ カヤツリグサ科､ ヨモギ属が出現し､ セリ亜科､ キク亜科などが伴われる｡ 樹木花粉ではシイ属－
マテバシイ属､ コナラ属アカガシ亜属を主にコナラ属コナラ亜属が伴われる｡
第５層ではイネ科､ イネ属型の増加で特徴付けられ､ ソバ属もわずかに出現する｡

２) ３号流路Ｅ・Ｆ区 (第８層：試料№15､ 第14層：試料№16) ・図１
分析の結果､ 第14層､ 第８層では類似した出現傾向を示す｡ 樹木花粉の占める割合が草本花粉よりやや高

く約55％を占め､ 密度は比較的高い｡ 樹木花粉ではコナラ属アカガシ亜属､ シイ属－マテバシイ属が優占し､
コナラ属コナラ亜属､ クリなどが伴われる｡ 草本花粉ではイネ科 (イネ属型を含む)､ カヤツリグサ科､ ヨ
モギ属などが出現する｡

������ !"#$%&'()*+

(１) 基本層序
下位より花粉群集の特徴から植生の復元を行う｡

１) 第６層
イネ科､ カヤツリグサ科が比較的多く湿地の環境が推定される｡ イネ属型が伴われることから､ 周辺に水

田の分布も示唆される｡ 周辺地域の森林は､ シイ属－マテバシイ属､ コナラ属アカガシ亜属を主要構成要素
とする照葉樹林が分布していた｡
２) 第５層
イネ属型が増加し､ 周囲で水田の拡大が示唆される｡ 栽培植物のソバ属が検出され､ ソバに代表される畑

作も行われたと考えられる｡
(２) ３号流路Ｅ・Ｆ区
第８層､ 第14層の時期とも､ コナラ属アカガシ亜属､ シイ属－マテバシイ属を主とする照葉樹林が分布し

ていた｡ コナラ属コナラ亜属､ クリは森林への人為干渉による二次林要素と考えられる｡ 周囲はイネ科､ カ
ヤツリグサ科の草本が分布し､ イネ属型が伴われ､ 水田の分布も示唆される｡

,�-).

下位より､ ３号流路Ｅ・Ｆ区第８層 (弥生土器を大量に含む層 [直下の砂層] の直上の層､ 鼠返し(小)出
土層)､ 第14層 (弥生土器を大量に含む層 [直下の砂層] の直上の層) では､ 周辺にコナラ属アカガシ亜属､
シイ属－マテバシイ属を主とする照葉樹林が分布し､ 堆積地の周囲はイネ科とカヤツリグサ科が生育し湿地
の環境であり､ イネ属型が伴われ水田の分布も示唆された｡ 基本層序の第６層 (流路検出面の層) では､ ヨ
モギ属の草本がやや多くなり､ 乾燥地もやや分布する｡ 第５層 (流路検出面直上の層) ではイネ属型が増加
し､ 周囲で水田が拡大し､ ソバなどの畑作も行われた｡
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植物珪酸体は､ 植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (SiO２) が蓄積したものであり､ 植物が枯れ
たあとも微化石 (プラント・オパール) となって土壌中に半永久的に残っている｡ プラント・オパール分析
は､ この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり､ イネをはじめとするイネ科栽培植
物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている (杉山, 2000)｡ また､ イネの消長を検討する
ことで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である (藤原・杉山, 1984)｡
ここでは､ 三沢南崎遺跡４における稲作の可能性と周辺植生について､ プラント・オパール分析から検討

を行った｡

����

分析試料は､ 基本層序から採取された第５層 (試料№３､ 流路検出面直上の層＝流路が埋没してすぐの堆
積層)､ 第６層 (試料№４､ 流路検出面の層＝流路はこの層から切り込んでいる) の２点､ ３号流路Ｅ・Ｆ
区から採取された第８層 (試料№15､ 弥生土器を大量に含む層 [直下の砂層] の直上の層､ 鼠返し(小) 出
土層)､ 第14層 (試料№16､ 弥生土器を大量に含む層 [直下の砂層] の直上の層) の２点の計４点である｡
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プラント・オパールの抽出と定量は､ プラント・オパール定量分析法 (藤原, 1976) をもとに､ 次の手順
で行った｡
１) 試料を105℃で24時間乾燥 (絶乾)
２) 試料約１gに直径約40μmのガラスビーズを約0.02g 添加
(電子分析天秤により0.1mg の精度で秤量)

３) 電気炉灰化法 (550℃・６時間) による脱有機物処理
４) 超音波水中照射 (300W・42KHz・10分間) による分散
５) 沈底法による20μm以下の微粒子除去
６) 封入剤 (オイキット) 中に分散してプレパラート作成
７) 検鏡・計数
検鏡は､ おもにイネ科植物の機動細胞 (葉身にのみ形成される) に由来するプラント・オパールを同定の

対象とし､ 400倍の偏光顕微鏡下で行った｡ 計数は､ ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った｡ これは
ほぼプレパラート１枚分の精査に相当する｡
検鏡結果は､ 計数値を試料１ｇ中のプラント・オパール個数 (試料１ｇあたりのガラスビーズ個数に､ 計

数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める) に換算して示した｡ また､ おも
な分類群については､ この値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体１個あたりの植物体乾重,
単位：10－５g) を乗じて､ 単位面積で層厚１㎝あたりの植物体生産量を算出した｡ イネ (赤米) の換算係数
は2.94 (種実重は1.03)､ ヨシ属 (ヨシ) は6.31､ ススキ属 (ススキ) は1.24､ メダケ節は1.16､ ネザサ節は0.
48､ ミヤコザサ節型は0.30である (杉山, 2000)｡

����

分析試料から検出されたプラント・オパールは､ イネ､ キビ族型､ ヨシ属､ ススキ属型､ タケ亜科 (メダ
ケ節型､ ネザサ節型､ ミヤコザサ節型､ その他) および未分類である｡ これらの分類群について定量を行い､
その結果を表１､ 図１に示した｡ 主要な分類群については顕微鏡写真を示す｡ 以下に､ プラント・オパール
の検出状況を記す｡
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今回の調査では３条の流路が検出されたが､ 調査期間の都合上全て完掘には至らず､ トレンチ及びグリッ
ド調査を実施した｡ 表１に各調査区で出土した主な遺物出土層位・内容・時期をまとめている｡ ｢流路｣ と
いう性格上､ 表の内容で明確に時期決定できるものではないが､ 内容把握の一助としてその変遷の ｢可能性｣
を示したい｡
���������

今回１・２・３号と銘打った ｢流路｣ だが､ 決して別々の３条の流れが同時併存していた訳ではない｡ 現
在も存在する口無川につながるとさえ考えられる､ ｢川｣ の流れの履歴に過ぎないことを最初に明示してお
きたい｡ １・２・３号流路はそれぞれ切り合い関係にあり､ その前後関係ははっきりしている｡ その上層・
下層の別を含め､ 古い順に以下に記す｡
�������� � �������� � ���� � �������� � ��������
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上記の前後関係は表１に示した出土土器の様相とも合致している｡ これらを合わせて考えると､ 各流路の
時期は以下のようになる｡
����������	�� �!
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この内１・２号流路は出土遺物が極少量で詳細な分析は難しいが､ ３号流路からは大量の遺物が出土し､
その流れの変遷を追うことができる｡
�������	

３号流路出土土器のうち､ 最も古いものは弥生時代中期前半の甕口縁部小片であるが､ 全遺物量の多さと
比較してその量は極僅かで､ 正確な流路の始まりを表しているとは言い難い｡ そして､ 次に古い時期の土器
は弥生時代中期中頃から後半にかけてのもので､ この流路から出土した土器の中でも最も量が多い｡ 中でも
下層流路の最下層 (グリッドＥ・Ｆ区下層流路第33層) からその直上 (トレンチ４下層流路第20層) にかけ
ては､ 他の時期の土器をほとんど含まないことに加えて大量出土の状況が見られ､ 当時期に流路への生活廃
棄物の大量廃棄が始まったものと考えられる｡
一方､ 上層流路に関しては､ ２つの時期の遺物が多い｡ まず１つ目は弥生時代中期後半である｡ これは本

来下層流路に廃棄されていた土器群と考えられ､ 洪水等の影響で上層流路が形成された際に流れ込んだもの
であろう｡ これに関しては､ 下層流路の上位のみを切る上層流路から､ 中期中頃の土器がほとんど出土しな
いことも判断材料となる｡ 次に､ 上層流路に最も多く含まれているのは､ 弥生時代後期中頃から後半の土器
である｡ 特に最下層 (グリッドＥ・Ｆ区上層流路第18・19層) では､ 中期の土器を割合で圧倒する｡ 遺物の
中には後期前半のものも存在し､ 比較的長期間にわたって流路として機能していたものと考えられる｡ なお､
最上層の第１・２層からは古墳時代前期の土器が多く出土している｡
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１号掘立柱建物は､ 丘陵斜面から流路が存在する低地へと至る地形変換点付近に位置している｡ 主軸を３
号流路に揃えていることから､ 何らかの関連性を持ったものである可能性を考えて調査を実施していたが､
その前面の流路中から祭祀土器が一括して出土した｡
�*+�,
��


祭祀土器が一括出土したのは､ グリッド C区上層流路第１・２層中からである｡ 前述のようにこの層は
上層流路終末期の澱み状の段階のものと考えられ､ 出土土器のほとんどは弥生時代後期から古墳時代前期に
かけてのものである｡ 流路中から遺物が一括出土するという状況も含め､ この出土状況はイレギュラーであ
ると言わざるを得ない｡ この問題解決の糸口は､ その出土位置ある｡ 祭祀土器群は３号流路の岸辺付近から
出土している｡ このことから考えると､ この土器群は弥生時代中期後半の下層流路に伴って廃棄されたもの
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１) 基本層序 (５層､ ６層)
イネは５層と６層で検出されたが､ いずれも低い密度である｡ ヨシ属､ ススキ属型､ メダケ節型､ ネザサ

節型､ ミヤコザサ節型の各分類群も５層と６層で検出された｡ ネザサ節型が６層でやや高い密度である以外
はいずれも低い密度である｡

２) ３号流路Ｅ・Ｆ区 (８層､ 14層)
イネは８層と14層で検出された｡ 14層では3,000個/g と比較的高い密度である｡ キビ族型は14層で検出さ

れたが低い密度である｡ ヨシ属は８層と14層で検出されたがいずれも低い密度である｡ ススキ属型は８層で
検出されたがやや低い密度である｡ メダケ節型とネザサ節型は８層と14層で検出されたが､ いずれも低い密
度である｡ ミヤコザサ節型は14層で検出されたが低い密度である｡

����

基本層序の５層と６層､ ３号流路Ｅ・Ｆ区の８層と14層の各層でイネが検出されている｡ 稲作跡の可能性
を判断する際の目安は､ 試料1ｇあたりイネ機動細胞プラント・オパールが5,000個の密度で検出された場合
とされている (藤原ほか､ 1984)｡ ただしその後の各地の調査において､ 3,000個/g 前後の密度でも水田遺構
が検出された事例が多数報告されていることから､ 3,000個/g 程度であっても稲作の可能性を考える必要が
ある｡
３号流路Ｅ・Ｆ区の14層では､ プラント・オパール密度が3,000個/g と比較的高い値である｡ また､ ８層

でも1,800個/g の密度で検出されている｡ ただし､ いずれも流路内の堆積物であることから､ ここが耕作地
であった可能性は考えにくい｡ 周辺で稲作行われており､ 水流作用等によりそこからイネのプラント・オパー
ルが流入した､ 耕作土壌が運ばれて流路内に堆積した､ 何らかの理由で稲藁が投棄されたなどが考えられる｡
基本層序の５層と６層ではプラント・オパール密度が1,000個/g 前後と低いことから､ 当該層で稲作が行わ
れていた可能性を積極的に肯定することはできない｡ 耕作地は周辺であったと思われる｡ 仮に調査地で稲作
が行われていたとするならば､ プラント・オパール密度が低いことに関しては以下のような要因が考えられ
る｡ １) 耕作期間 (稲作が行われた年数) が短かった､ ２) 土層の堆積速度が速かった､ ３) イネの生産性
が悪かった､ ４) 土壌の容脱作用等でプラント・オパールが風化をうけ､ 未成熟のものが分解された､ ５)
洪水などによって耕作土が流出した､ ６) 採取地点が畦畔など耕作面以外であった､ などである｡ その他の
分類群はいずれも低い密度であり､ 植生を考察することは困難である｡
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三沢南崎遺跡４においてプラント・オパール分析を行い､ 稲作の可能性と周辺植生について検討を行った｡
その結果､ 基本層序の５層と６層および３号流路Ｅ・Ｆ区の８層と14層については､ 稲作が行われていた可
能性を積極的に支持することはできなかった｡ ただし､ いずれにおいてもイネのプラント・オパールが検出
されていることから､ それぞれ調査地周辺で稲作が行われていた可能性が示唆された｡ なお､ イネ以外の分
類群の検出量が少なく､ 周辺植生までは考察できなかった｡
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花粉分析は､ 一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており､ 遺跡
調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている｡ 花粉等の植物遺体
は水成堆積物では保存状況が良好だが､ 乾燥的な環境下の堆積物では分解されて残存していない場合もある｡
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分析試料は､ 基本層序から採取された第５層 (試料№３：流路検出面直上の層＝流路が埋没してすぐの堆
積層)､ 第６層 (試料№４：流路検出面の層＝流路はこの層から切り込んでいる)の２点､３号流路Ｅ・Ｆ区
から採取された第８層 (試料№15：弥生土器を大量に含む層[直下の砂層]の直上の層､ 鼠返し (小) 出土層)､
第14層 (試料№16：弥生土器を大量に含む層[直下の砂層]の直上の層) の２点の計４点である｡ 試料採取箇
所を分析結果の模式柱状図に示す｡ これらは､ プラント・オパール分析に用いられたものと同一試料である｡
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花粉の分離抽出は､ 中村 (1973) の方法をもとに､ 以下の手順で行った｡
１) 試料から１cm3を採量
２) 0.5％リン酸三ナトリウム (12水) 溶液を加え15分間湯煎
３) 水洗処理の後､ 0.5㎜の篩で礫などの大きな粒子を取り除き､ 沈澱法で砂粒を除去
４) 25％フッ化水素酸溶液を加えて30分放置
５) 水洗処理の後､ 氷酢酸によって脱水し､ アセトリシス処理 (無水酢酸９：濃硫酸１のエルドマン氏液

を加え１分間湯煎) を施す
６) 再び氷酢酸を加えて水洗処理
７) 沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色し､ グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成
８) 検鏡・計数
検鏡は､ 生物顕微鏡によって300～1000倍で行った｡ 花粉の同定は､ 島倉 (1973) および中村 (1980) を

アトラスとして､ 所有の現生標本との対比で行った｡ 結果は同定レベルによって､ 科､ 亜科､ 属､ 亜属､ 節
および種の階級で分類し､ 複数の分類群にまたがるものはハイフン (－) で結んで示す｡ イネ属については､
中村 (1974, 1977) を参考にして､ 現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して同定して
いるが､ 個体変化や類似種もあることからイネ属型とする｡ また､ この処理を施すとクスノキ科の花粉は検
出されない｡

����

(１) 分類群
出現した分類群は､ 樹木花粉26､ 樹木花粉と草本花粉を含むもの４､ 草本花粉23､ シダ植物胞子２形態の
計55である｡ これらの学名と和名および粒数を表１に示し､ 花粉数が200個以上計数できた試料は､ 周辺の
植生を復元するために花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを図１に示す｡ 主要な分類群は顕微鏡写真に
示した｡ また､ 寄生虫卵についても観察したが検出されなかった｡ 以下に出現した分類群を記載する｡
[樹木花粉]
モミ属､ ツガ属､ マツ属複維管束亜属､ スギ､ イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科､ ノグルミ､ ハンノキ属､
カバノキ属､ ハシバミ属､ クマシデ属－アサダ､ クリ､ シイ属－マテバシイ属､ ブナ属､ コナラ属コナラ亜
属､ コナラ属アカガシ亜属､ ニレ属－ケヤキ､ エノキ属－ムクノキ､ サンショウ属､ キハダ属､ モチノキ属､
カエデ属､ ムクロジ属､ マタタビ属､ モクセイ科､ ツツジ科､ イスノキ属
[樹木花粉と草本花粉を含むもの]
クワ科－イラクサ科､ バラ科､ マメ科､ ニワトコ属－ガマズミ属
[草本花粉]
ガマ属－ミクリ属､ サジオモダカ属､ オモダカ属､ イネ科､ イネ属型､ カヤツリグサ科､ タデ属サナエタ
デ節､ ギシギシ属､ ソバ属､ アカザ科－ヒユ科､ ナデシコ科､ キンポウゲ属､ アブラナ科､ ノブドウ､ キカ
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副 書 名
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編 著 者 名 杉本岳史
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所 在 地 〒838-0198 福岡県小郡市小郡255-１ �0942-72-2111

発 刊 年 月 日 2009年３月13日

ふりがな
所収遺跡名

ふりがな
所 在 地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

三
みつ

沢
さわ

南
みなみ

崎
ざき

遺
い

跡
せき

４

福
ふく

岡
おか

県
けん

小
お

郡
ごおり

市
し

三
みつ

沢
さわ

40216

33°

25′

4″

130°

33′

46″

2008.2.4

～

2008.3.29

620㎡ 道路建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

三沢南崎

遺跡４
集落

弥生時代

古墳時代

掘立柱建物１棟

流路３条

弥生土器

土師器

石器

木器

要 約

流路３条とそれに隣接する掘立柱建物１棟が検出された｡ 流路は弥生時代前期中頃から後半の１

号流路､ 同前期後半から中期中頃の２号流路､ 同中期中頃から古墳時代前期の３号流路である｡

これらのうち１号流路・３号流路には上層・下層の２度の流れが確認された｡ 掘立柱建物は３号

流路と主軸を一致させている｡ 建物前面の流路内からは中期後半の祭祀土器がまとまって出土し､

水辺の祭祀が行われた可能性が指摘される｡
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